
実
り
の
季
節
が
や
っ
て
き
た
。

山
肌
は
鮮
や
か
に
彩
ら
れ
、

草
原
の
穂
波
は
銀
色
に
輝
く
。

空
は
高
く
青
く
澄
み
渡
り
、

渓
流
の
せ
せ
ら
ぎ
も
心
地
よ
く

足
取
り
は
軽
や
か
。

日
日
是
好
日
。

連
山
を
見
渡
す
湯
宿
に
憩
い
、

大
自
然
の
恵
み
を
浴
び
た
。
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連
山
を
眺
め
、
渓
谷
を
見
下
ろ
し
、

幻
想
空
間
に
憩
う

　

箱
根
湯
本
か
ら
車
で
15
分
ほ
ど
、
登
山
電
車

で
は
25
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
宮
ノ
下
。
国
道
１

号
線「
宮
ノ
下
温
泉
」バ
ス
停
の
先
か
ら
脇
道
に

入
る
と
、
熊
野
神
社
の
ひ
っ
そ
り
と
し
た
佇
ま

い
。
江
戸
時
代
、「
箱
根
七
湯
」
の
一
つ
に
数
え

ら
れ
た
宮
ノ
下
温
泉
は
、
こ
の
神
社
の
も
と
に

開
け
た
。
地
名
は
、
そ
れ
に
由
来
す
る
も
の
だ
。

　

こ
の
宮
ノ
下
に
、
絶
景
を
誇
る
湯
宿
が
あ
る
。

「
宮
ノ
下
」
バ
ス
停
近
く
、
早
川
渓
谷
を
見
下

ろ
す
位
置
に
立
つ
「
箱
根
吟
遊
」
だ
。
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
で
履
物
を
脱
ぎ
、
畳
敷
き
の
ロ
ビ
ー
に

上
が
っ
て
驚
い
た
。
開
け
放
た
れ
た
バ
ル
コ

ニ
ー
の
向
こ
う
、
箱
根
連
山
の
雄
大
な
眺
め
が

広
が
っ
て
い
た
の
だ
。
下
方
か
ら
せ
せ
ら
ぎ
の

音
が
聞
こ
え
て
き
て
、
こ
こ
が
標
高
４
０
０
ｍ

余
の
最
上
階
だ
と
知
ら
さ
れ
る
。

　

客
室
は
、
こ
の
下
の
４
階
か
ら
１
階
ま
で
。

全
室
が
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
て
、
上

階
で
は
連
山
を
見
渡
し
、
下
階
で
は
木
々
の
緑

が
間
近
と
い
う
趣
向
。
そ
れ
ぞ
れ
専
用
の
露
天

風
呂
に
、
内
風
呂
あ
る
い
は
シ
ャ
ワ
ー
ブ
ー
ス

を
備
え
、
食
事
は
部
屋
食
で
。
ど
こ
ま
で
も
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
、
気
兼
ね
な
く
く
つ
ろ

げ
る
配
慮
が
あ
る
。

　

日
本
の
伝
統
の
良
さ
を
生
か
し
な
が
ら
、
館

内
に
は
ア
ジ
ア
ン
テ
イ
ス
ト
も
見
え
、
最
上
階

の
ラ
ウ
ン
ジ
や
展
望
バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
、
１
階

の
ガ
ー
デ
ン
ラ
ウ
ン
ジ
で
は
、
コ
ー
ヒ
ー
や
カ

ク
テ
ル
を
楽
し
み
な
が
ら
、
そ
の
気
分
を
満
喫

で
き
る
。
ま
た
、
日
本
の
ト
ッ
プ
ス
パ
に
も
選

ば
れ
た
「
G
i
n
y
u 

S
p
a
」
は
、
バ
リ
・

リ
ゾ
ー
ト
の
ス
タ
イ
ル
に
源
泉
か
け
流
し
の
露

天
風
呂
が
加
わ
っ
て
、い
わ
ば
〝
今
様
の
湯
治
〟。

こ
こ
で
は
、〝
滞
在
す
る
〟こ
と
こ
そ
が
、
大
自

然
の
恩
恵
に
浴
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

メゾネットタイプの客室。深い眠りで心も体も癒し
たい（右）。山と対話し、自分の内なる声に耳を傾けな
がら、心と体を解き放つ箱根吟遊のヨガ（左）。相模湾の新鮮な地魚、相州牛、鎌倉野菜など、屈指のブラ

ンド食材を使った料理。

標高420ｍのロビーから見渡す雄大な連山の眺めは飽きることがなく、時がたつのを忘れる。

宮
ノ
下

箱
根
吟
遊

神
奈
川
県
足
柄
下
郡
箱
根
町
宮
ノ
下
１
０
０
–
１

0
4
6
0
–
8
2
–
3
3
5
5
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風
を
聴
き
、
景
観
に
溶
け
込
み
、

大
地
の
力
を
ま
と
う

　

箱
根
の
温
泉
は
、
江
戸
時
代
の
「
七
湯
」
か

ら
明
治
時
代
に
は
「
十
二
湯
」
を
数
え
る
ま
で
に

発
展
し
、
強
羅
温
泉
も
そ
の
仲
間
入
り
を
し
た
。

強
羅
は
、
神
山
の
噴
火
に
よ
る
火
山
性
堆
積
物

で
形
成
さ
れ
た
地
域
だ
。
箱
根
強
羅
公
園
や
、

箱
根
美
術
館
の
庭
園
な
ど
で
見
ら
れ
る
巨
岩
が

そ
れ
を
語
っ
て
い
る
。
地
名
も
、
岩
が
ゴ
ロ
ゴ

ロ
し
て
い
る
様
子
か
ら
と
か
、〝
石
の
地
獄
〟を

表
す
梵
語（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
）の「
ゴ
ー
ラ
」

か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
と
か
、
と
に
か
く
大
地
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
さ
せ
る
環
境
が
あ
る
。

　

そ
ん
な
強
羅
に
、今
秋
誕
生
し
た
の
が
、「
箱

根
・
強
羅 

佳
ら
久
」だ
。「
大
文
字
焼
き
」で
知
ら

れ
る
明
星
ヶ
岳
を
仰
ぎ
、相
模
湾
を
望
む
こ
と

も
で
き
る
と
い
う
立
地
。こ
れ
を
最
大
限
に
生

か
し
て
、強
羅
の
自
然
を
取
り
込
ん
だ
設
計
を

行
い
、和
紙
や
木
格
子
な
ど
日
本
の
伝
統
素
材

を
使
っ
て
意
匠
を
凝
ら
し
た
。ロ
ビ
ー
、ダ
イ
ニ

ン
グ
、
展
望
露
天
風
呂
な
ど
が
あ
る「
本
館
」、

グ
リ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
、貸
切
風
呂
、ス
パ
が
あ
る

「
別
館
」、
西
と
東
の「
客
室
棟
」の
４
棟
か
ら
な

り
、ど
こ
か
ら
も
、強
羅
な
ら
で
は
の
景
色
を
眺

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
客
室
棟
の
間
に
は「
水

の
テ
ラ
ス
」、「
森
の
テ
ラ
ス
」と
、自
然
を
間
近

に
す
る
空
間
を
配
し
、
ゲ
ス
ト
ラ
ウ
ン
ジ「
間 

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｉ
」も
設
け
た
。

　

強
羅
を
よ
り
体
感
さ
せ
て
く
れ
る
の
は
、
二

つ
の
展
望
露
天
風
呂
だ
。「
蒼
海
」で
は
、は
る
か

東
に
相
模
湾
を
眺
め
な
が
ら
空
中
に
浮
か
ぶ
よ

う
に
、「
明
星
」
で
は
、季
節
の
色
に
染
ま
っ
た

大
文
字
の
山
を
仰
ぎ
な
が
ら
の
湯
浴
み
が
楽
し

め
る
。
貸
切
の「
岩
の
湯
」、「
檜
の
湯
」、「
シ
ル

ク
の
湯
」も
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
趣
き
を
醸
し

出
す
。
さ
ら
に
、「
Gora
Sp
a
A
I
O
I
」

で
は
、五
つ
の
元
素
が
万
物
を
つ
く
る
と
い
う
五

行
説
の
考
え
に
基
づ
い
た
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を

行
い
、
強
羅
温
泉
の
癒
し
の
力
も
取
り
入
れ
る
。

それぞれに自然豊かな眺望が満喫できる客室。和洋
室は畳敷きでゆったりできる（右）。ロビーの片壁一
面に早川の流れを表現した煉瓦積みが（左）。食事は、二つのレストランで。メインダイニング「六つ喜（む

つき）」は、四季折々の食材を会席料理がベースの和食で。
写真は、厳選した肉や鮮魚をグリルスタイルでいただける
別館最上階の「十邑（とむら）」。

箱根外輪山の眺めを楽しみながら湯浴みできる客室露天風呂。

箱
根
・
強
羅 

佳
ら
久

神
奈
川
県
足
柄
下
郡
箱
根
町
強
羅
１
３
０
０
–
８

0
4
6
0
–
8
3
–
8
8
6
0

強
羅

ミスモリッシュ | 2020 爽秋号3



18haに及ぶ仙石原すすき草原。一面に広がったススキが風になびく姿は壮観。

輝
く
高
原
、
錦
織
り
な
す
里
山

　

箱
根
の
北
部
、
台
ヶ
岳
の
北
の
山
麓
に
広
が

る
仙
石
原
す
す
き
草
原
は
、
夏
は
清
し
い
緑
の

草
原
を
、
秋
は
黄
金
輝
く
原
を
楽
し
む
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
季
節
、

背
丈
以
上
に
も
伸
び
た
ス
ス
キ
を
両
側
に
見
上

げ
な
が
ら
一
本
道
の
遊
歩
道
を
歩
く
人
々
の
姿

が
、
ご
く
ご
く
小
さ
く
見
え
る
。

　

こ
の
素
晴
ら
し
い
景
観
は
、
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
「
野
焼
き
」
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
と

い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
残
念
な
が
ら
今
年
は
中

止
に
な
っ
た
が
、
例
年
３
月
の
穏
や
か
な
日
を

選
ん
で
行
わ
れ
、
箱
根
の
春
を
告
げ
る
風
物
詩

と
も
な
っ
て
い
る
。
ス
ス
キ
は
す
っ
か
り
焼
き

尽
く
さ
れ
た
あ
と
か
ら
新
し
く
芽
吹
き
、
生
長

し
、
９
月
下
旬
頃
か
ら
11
月
中
旬
頃
ま
で
、
再

び
美
し
い
穂
波
を
見
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

実
は
、
野
焼
き
の
本
当
の
目
的
は
景
観
保
護

で
は
な
く
、別
の
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
は
、

も
と
は
火
山
活
動
に
よ
っ
て
で
き
た
カ
ル
デ
ラ
湖

で
、水
が
干
上
が
っ
た
後
、湿
原
や
草
原
が
広
が
っ

た
。
人
々
が
住
む
よ
う
に
な
り
、時
代
が
下
っ
て
、

草
原
の
ス
ス
キ

=

茅
は
、
茅
葺
き
屋
根
に
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
に
葺

き
替
え
作
業
は
困
難
に
な
り
、
瓦
葺
屋
根
や
金

属
葺
屋
根
の
普
及
も
あ
っ
て
、
昭
和
30
年
代
に

は
、
多
く
の
茅
葺
き
屋
根
が
姿
を
消
し
た
。
ス

ス
キ
を
採
る
必
要
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

ス
ス
キ
が
生
い
茂
っ
た
草
原
に
は
灌
木
も
茂

り
始
め
、
放
っ
て
お
く
と
、
森
林
化
が
進
ん
で

自
然
体
系
を
狂
わ
せ
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
、
毎

年
春
に
野
焼
き
を
行
っ
て
、
生
態
系
が
守
ら
れ

て
い
る
か
ど
う
か
、観
察
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
れ
が
結
局
、景
観
を
保
つ
こ
と
に
も
な
っ

た
の
だ
。
ス
ス
キ
の
名
所
は
各
地
に
あ
る
が
、

ど
こ
も
こ
う
し
た
野
焼
き
に
よ
っ
て
、
環
境
と

美
観
を
守
る
努
力
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も

知
っ
て
お
き
た
い
。

　

ス
ス
キ
の
原
が
見
頃
を
迎
え
た
ら
、次
は
紅

葉
。10
月
下
旬
頃
か
ら
11
月
下
旬
頃
ま
で
、全
域

に
わ
た
っ
て
楽
し
め
る
。登
山
バ
ス
や
登
山
電
車

の
窓
か
ら
、湖
を
渡
る
船
の
デ
ッ
キ
か
ら
、泊
ま
っ

た
宿
や
訪
れ
た
美
術
館
の
敷
地
で
、ロ
ー
プ
ウ
ェ

仙
石
原
す
す
き
草
原
・
箱
根
各
地
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切り立った崖肌を紅葉が覆い尽くすかのような早川渓谷の眺め。

18haに及ぶ仙石原すすき草原。一面に広がったススキが風になびく姿は壮観。

箱根美術館内の茶室「真和亭」から苔
庭を望む。秋は、約130種類の苔と
220本のモミジの競演が見事（上）。
五百羅漢像で知られる長安寺。色づ
いた落ち葉と戯れる羅漢さんの姿が
ほほえましい（下）。

イ
か
ら
眼
下
に
…
…
。さ
ま
ざ
ま
な
偶
然
の
眺
め

の
中
に
も
、季
節
に
染
ま
っ
た
風
景
が
あ
り
、思
い

が
け
な
い
感
動
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
。

　

そ
ん
な
な
か
、
地
元
の
人
々
が
ぜ
ひ
に
と
す

す
め
て
く
れ
る
場
所
が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
の

一
つ
、
強
羅
の
箱
根
美
術
館
の
庭
園「
神
仙
郷
」

の「
苔
庭
」。
約
１
３
０
種
類
の
苔
が
絨
毯
の
よ

う
に
広
が
る
中
に
、
２
２
０
本
も
の
モ
ミ
ジ
が

植
え
ら
れ
、
そ
の
色
彩
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
は

言
葉
を
失
う
。「
萩
の
道
」、「
竹
庭
」、「
石
楽
園
」

も
、
四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
趣
が
あ
る
。

　

二
つ
め
、
箱
根
小
涌
園
蓬
莱
園
は
、
箱
根
湯

本
か
ら
登
山
バ
ス
で
20
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ

り
、
乗
車
中
か
ら
美
し
い
紅
葉
が
目
に
飛
び
込

ん
で
く
る
。
大
正
時
代
の
初
め
に
ツ
ツ
ジ
の
移

植
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
広
大
な
庭
園
で
、
40

種
３
万
株
と
い
わ
れ
る
ツ
ツ
ジ
が
評
判
だ
が
、

紅
葉
の
名
所
と
し
て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
園
内
は
自
由
に
見
学
で
き
る
の
で
、
途
中

下
車
し
て
で
も
立
ち
寄
っ
て
み
た
く
な
る
。

　

そ
う
い
え
ば
、
仙
石
原
す
す
き
草
原
を
歩
く

な
ら
、「
仙
谷
」バ
ス
停
か
ら
す
ぐ
の「
長
安
寺
」

に
も
寄
っ
て
い
き
た
い
。
１
３
５
６
年
創
建
の

歴
史
が
あ
り
、「
東
国
花
の
百
ヶ
寺
」と
し
て
知

ら
れ
る
寺
は
、
紅
葉
で
も
有
名
だ
。
境
内
と
裏

山
の
林
に
建
立
さ
れ
た
数
百
体
の
五
百
羅
漢
像

が
、
色
鮮
や
か
な
落
ち
葉
を
ま
と
っ
て
表
情
豊

か
に
出
迎
え
て
く
れ
る
。

　

雄
大
な
風
景
の
中
で
の
湯
浴
み
、
季
節
の
色

に
染
ま
っ
た
箱
根
路
の
散
策
は
、
心
と
体
を
豊

か
に
し
て
く
れ
た
。
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Menu
⃝ 大浴場 中学生以上 1,500円　
 小学生 1,000円　
⃝ 貸切個室露天風呂 2時間1室8,600円〜

箱根湯本にある、大浴場と貸
切個室露天風呂を備えた日帰
り温浴施設。多彩な温泉やリ
ラクセーション施設「ほぐし
庵 ゆるるか」で、紅葉を眺め
ながら疲れを癒して。11/30
㈪まで「からだほぐし90分」

（通常9,600円）が600円引きに。

古民家風の里山温泉でゆるりとした時を

蘂0460-85-8411 神奈川県足柄下郡箱根町塔之澤4 賚10
時〜21時（受付20時）、土・日・祝〜22時（受付21時） 食事処・ゆ
るるか 11時〜21時（L.O.20時）、土・日・祝〜22時（L.O.21時） 
※時間は変動する場合あり 贊無休 箱根登山鉄道箱根湯本駅
から無料送迎バス約3分   https://www.hakoneyuryo.jp/

箱根湯寮
箱根

秋冬を感じる箱根・小田原で、ぜひとも味
わっておきたいのが旬の地魚。小田原駅の
目の前、徒歩1分のところにある同店では、
寿司職人や天ぷら職人が手がける鮮魚料理
がランチから気軽に楽しめる。新鮮さにこ
だわった鯵のメニューや名物の小田原おで
んなどもあり、贅沢な時間が過ごせる。予
約可能な個室もあるので、大切な人と贅沢
に寿司懐石コースも楽しみたい。

港町・小田原で鮮魚を食す至福のひととき

蘂0465-24-3400 
神奈川県小田原市栄町2-1-29 
賚11時〜23時（L.O.22時30分） 贊無休
JR・小田急小田原駅から徒歩1分
https://irifune-group.com

寿司・海鮮料理 入船 小田原駅前店
小田原 Menu

⃝ ランチ 2,000円＋税〜
⃝ 〆鯵の押し寿司 1,500円＋税　
⃝ 金目鯛煮付け定食 3,750円＋税　
⃝ 小田原おでん 1,680円＋税　
⃝ カサゴの唐揚げ 1,580円＋税　
⃝ 寿司懐石コース 麗Urara 8品 8,000円＋税　

8月、小田原駅前にオープンした「ステーキ
ハウス金井」。希少価値が高い神奈川県の
ブランド牛「やまゆり牛」「相州牛」などA5
ランクの銘柄牛を、プロが抜群の火入れで
調理。四季折々の野菜や、早川港直送の新
鮮な鮮魚など厳選食材と供に楽しむことが
できる。店内は、豪華なアンティーク・イ
ンテリアに囲まれたくつろぎの空間。親し
い人と存分に楽しめる。

かながわブランド牛と小田原の食材を贅沢に

蘂0465-22-5951 
神奈川県小田原市栄町2-1-29 3F 
賚11時〜15時、17時〜23時（L.O.22時30分） 贊月曜
JR・小田急小田原駅から徒歩1分
https://irifuneinc.com

ステーキハウス金井 小田原駅前店
小田原 Menu

⃝ 伊勢海老（半身）鉄板焼き 3,080円　
⃝ やまゆり牛の牛カツ 3,520円　
⃝ 相州牛サーロイン200gセット 15,180円　
⃝ 相州牛炙り キャビアのせ 一貫 1,650円　
⃝ 極み（黒毛和牛と魚介のコース） 19,800円　
⃝ ステーキランチ（やまゆり牛） 5,830円〜

直吉のおすすめは、身も心もほっこりする
名物の湯葉丼。箱根の名水と良質な豆乳で
作られた汲み上げ湯葉を、卵でふんわりと
じた一品だ。特製かつおだしが香り、ふっ
くらとした米との相性も抜群。食欲そそる
一杯を目当てに、県内外から訪れるファン
も多い。木のぬくもりが感じられる店内は
居心地よく、カフェとしての利用も。豆腐
ぜんざい、湯葉ぜんざいなども人気。

かつおだし香る名物・湯葉丼でほっこりと

蘂0460-85-5148 
神奈川県足柄下郡箱根町湯本696 
賚11時〜18時（L.O.） 贊火曜（祝日の場合は営業）
箱根登山鉄道箱根湯本駅から徒歩3分

「湯葉丼」 直吉
箱根 Menu

⃝ 湯葉丼 1,100円
⃝ 湯葉丼ご膳 2,300円
⃝ 湯葉ぜんざい 780円

紅葉で彩られる秋の小田原・箱根で

旬の味覚に出合い、温泉で日頃の疲れを癒す

そんな旅をしてみては

小田原・箱根

6ミスモリッシュ | 2020 爽秋号



明治38年に菓子卸「光栄堂」として創業した
「菜の花」。以来、4代にわたり上質な和菓子
を提供。艶やかな漆黒が特長の「ご黒うさ
ん。」は、黒糖と竹炭を練り込んだ一品。も
っちりとした歯ごたえと濃厚なゴマあんが
絶妙だ。また、「箱根のお月さま。」は沖縄の
黒糖を使った薄皮まんじゅう。箱根湯本駅
温泉街口すぐの店舗ではアツアツの蒸した
てを買うことができる。

明治38年創業の老舗が作る箱根銘菓

蘂0460-85-7737 
神奈川県足柄下郡箱根町湯本705
賚8時30分〜17時30分（土・日・祝は〜18時） 贊無休 
箱根登山鉄道箱根湯本駅から徒歩1分
http://www.nanohana.co.jp/

まんじゅう屋 菜の花
箱根 Menu

⃝ 箱根のお月さま 8個入 1,920円
⃝ 月のうさぎ  8個入 2,010円
⃝ 小田原うさぎ 5個入 1,200円
⃝ ご黒うさん   8個入 1,000円

明治26年創業、相模湾の新鮮魚介を使った
日本料理店。名物の天重は、特注ゴマ油で
サクッと軽やかに揚げた食感と芳醇な香りが
絶品だ。お重からはみ出る特大エビは食べ応
え抜群。海の幸がぎっしり詰まった海鮮ちら
し2,300円+税も人気。ほかにも、寿司や刺身、
煮付けなどの一品料理から気軽な定食まで、
メニューが多彩なのも魅力だ。2階の座敷で
宴会を楽しめるコース料理（要予約）も。

愛され続ける軽やかな天重と地魚料理

蘂0465-22-4128 
神奈川県小田原市本町2-1-30 
賚11時〜20時（L.O.） 贊無休 猾あり　
JR・小田急線小田原駅から徒歩8分
http://www.darumanet.com/

国指定登録有形文化財 のれんと味 だるま料理店
小田原 Menu

⃝ すし 1,200円+税〜
⃝ 天丼（お椀・香の物付き） 1,700円+税〜
⃝ おさしみ・天ぷら定食 1,800円+税〜

木の葉が落ちる音さえ聞こえそうな静寂に
包まれた大人の湯宿。箱根外輪山や富士山
の眺望が美しい客室や、仙石原の地が育む
豊かな森を望む全9室。強羅温泉が掛け流し
の半露天風呂が全室に備えられ、プライベ
ートな時間を過ごせる。夕食は、半個室の
ダイニングへ。A5ランク等級のサーロイン
炙り焼きをはじめ、旬の地元食材を盛り込ん
だ、目にも美しい創作会席が一夜を彩る。

喧騒を忘れ、大自然に癒される特別な滞在を

蘂0460-84-2400 
神奈川県足柄下郡箱根町仙石原1245-96
箱根登山鉄道箱根湯本駅からバス40分
電話予約受付10時〜20時

箱根湯宿 然－ZEN－
箱根 Menu

⃝ 1泊2食付 26,000円〜
⃝ 箱根プチ旅婚（6名様）
 458,000円〜

自慢は、この道一筋の店長が毎朝仕入れる
極上のホルモン。多種多様な部位を、それ
ぞれに合った味付けで楽しめる。新鮮なホ
ルモン焼きは、豊かな食感と旨みが特徴。
低カロリー・コラーゲン豊富で、女性にも
人気が高い。タレやドレッシング、キムチ
はすべて自家製。1,200円＋税～のランチ
もあり、駅近で昼飲みできるのもうれしい。
開放感抜群のテラス席もあり。

食欲そそる絶品ホルモン焼肉

蘂0460-85-5337
神奈川県足柄下郡箱根町湯本724-5  
賚12時〜25時（L.O.24時30分） 贊木曜
箱根登山鉄道箱根湯本駅から徒歩3分
http://sanzokugayu.com

山賊ホルモン
箱根 Menu

⃝ ホルモン各種 480円+税〜
⃝ 和牛カルビ 880円+税　
⃝ もつ鍋 1人前1,380円+税　
⃝ 湯本系タンタンメン 950円+税　
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割
り
切
り
上
手
は
、介
護
上
手

―
。

私
が
提
唱
す
る「
上
手
な
介
護
の
12
カ

条
」の
１
つ
で
す
。今
回
は
、上
手
な“
割

り
切
り
”に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

認
知
症
と
診
断
さ
れ
る
と
、
家
族
は

少
し
で
も
症
状
を
軽
く
し
た
い
と
考
え
、

本
人
に
詳
し
く
教
え
た
り
、
注
意
し
た

り
、
叱
っ
た
り
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ

う
し
た
努
力
は
、
か
え
っ
て
悪
い
結
果

を
招
く
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
認
知

症
の
人
は
、
説
明
さ
れ
て
も
す
ぐ
に
忘

れ
て
し
ま
い
ま
す
し
、
感
情
の
世
界
に

生
き
て
い
ま
す
か
ら
、
自
分
を
心
配
し

て
く
れ
る
人
と
は
捉
え
ら
れ
ず
、
単
に

「
嫌
な
こ
と
を
言
う
怖
い
人
」と
捉
え
て

し
ま
う
か
ら
で
す
。

例
え
ば
、
真
冬
に
薄
着
で
過
ご
し
て

い
る
の
で
上
着
を
着
せ
よ
う
と
し
て
も

脱
い
で
し
ま
い
、
着
せ
て
は
脱
ぐ
の
繰

り
返
し
で
疲
れ
果
て
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
お
風
呂
を
嫌
が
り
、
何
と

か
入
浴
さ
せ
よ
う
と
し
て
毎
日
戦
争
の

よ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
心
配

し
て
何
と
か
し
よ
う
と
し
て
も
本
人
は

嫌
が
っ
て
、
お
互
い
に
イ
ラ
イ
ラ
が
募

る
ば
か
り
。
熱
心
な
家
族
ほ
ど
、
精
神

的
に
も
身
体
的
に
も
消
耗
し
切
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
は
肩
の
力
を
抜
い
て
、

「
割
り
切
る
」こ
と
を
意
識
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
コ
ツ
は
、
世
の
中
の
見
方
、
考

え
方
を
少
し
変
え
て
み
る
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、「
日
本
で
も
数
十
年
前
は
、
毎

日
入
浴
す
る
よ
う
な
生
活
で
は
な
か
っ

た
は
ず
。
世
界
に
は
、
冬
に
シ
ャ
ツ
1

枚
で
過
ご
す
人
た
ち
も
大
勢
い
る
。
清

潔
な
環
境
、
豊
富
な
衣
食
、
安
全
快
適

な
生
活
は
長
い
人
類
の
歴
史
か
ら
見
れ

ば
異
常
で
、
認
知
症
の
人
の
方
が
む
し

ろ
正
常
な
の
だ
」と
、
視
点
を
変
え
て

み
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
薄
着
を
し
て

い
て
も
必
ず
し
も
風
邪
を
引
く
わ
け
で

は
な
い
、
数
日
お
風
呂
に
入
ら
な
か
っ

た
か
ら
と
い
っ
て
す
ぐ
に
病
気
に
な
る

わ
け
で
は
な
い
、
命
に
別
状
が
な
け
れ

ば
い
い
、
と
割
り
切
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
の
人
は
、
あ
る
時
期
、
異
常

な
食
欲
を
示
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
食

事
の
直
後
に
も
空
腹
感
が
あ
り
、
し
か

も
食
べ
た
こ
と
自
体
を
忘
れ
て
し
ま
い
、

「
飯
は
ま
だ
か
？
」「
餓
死
さ
せ
る
つ
も

り
か
」な
ど
と
言
い
出
し
た
り
し
ま
す
。

家
族
は
、
食
べ
過
ぎ
る
と
お
腹
を
こ
わ

す
の
で
食
べ
さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
考

え
、「
先
ほ
ど
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
食
べ

ま
し
た
よ
ね
」な
ど
と
、正
し
い
こ
と
を

教
え
込
も
う
と
し
ま
す
。
し
か
し
、
う

ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
認
知
症
の
人
の
記

憶
障
害
は
、「
全
体
記
憶
の
障
害
」で
あ

り
、
出
来
事
全
体
を
ご
っ
そ
り
忘
れ
て

し
ま
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
食
べ
た
こ

と
自
体
が
記
憶
に
な
く
、
記
憶
に
な
い

こ
と
は
真
実
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
と
き
は
、「
食
べ
て
い
な
い
」

と
い
う
本
人
に
と
っ
て
の
真
実
を
認
め

て
、「
今
、
準
備
し
て
い
る
か
ら
待
っ
て

い
て
ね
」な
ど
と
対
応
し
、ど
う
し
て
も

納
得
し
な
け
れ
ば
、
も
う
1
食
、
食
べ

て
も
ら
う
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
う

し
た
時
期
は
、
動
き
が
活
発
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
多
く
使
い
、
栄
養
の
吸
収
効
率

が
悪
い
時
期
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
異
常

な
食
べ
方
に
見
え
る
の
は
、
必
要
な
カ

ロ
リ
ー
を
摂
取
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、

そ
の
時
期
は
長
く
は
続
き
ま
せ
ん
。

食
欲
に
限
ら
ず
、
認
知
症
の
人
の
症

状
の
１
つ
ひ
と
つ
は
長
く
続
か
な
い
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
多
く
が
半
年
か
ら

1
年
ほ
ど
で
別
の
症
状
に
変
わ
っ
て
い

き
ま
す
。
現
在
の
症
状
も
半
年
か
ら
1

年
ほ
ど
で
消
え
る
可
能
性
が
高
い
と
い

え
ま
す
。「
長
く
は
続
か
な
い
」と
思
え

ば
、
割
り
切
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

そ
う
し
て
割
り
切
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
身
も
心
も
軽
く
な
り
ま
す
。
す
る
と

本
人
の
症
状
も
落
ち
着
く
こ
と
が
あ

り
、介
護
は
ず
っ
と
楽
に
な
り
ま
す
。割

り
切
り
上
手
は
、介
護
上
手
な
の
で
す
。

認
知
症
と
そ
の
家
族
に
寄
り
添
う

1947年愛知県生まれ。1973年東京大学医学部卒業。東京大学医学
部附属病院で内科研修後、患者・家族とともにつくる地域医療に取
り組もうと考え、1975年川崎幸病院に勤務。以来、内科の診療と在
宅医療に取り組む。1987年川崎幸病院副院長に就任。98年に川崎
幸病院の外来部門として川崎幸クリニックが設立、同院院長に就任。
81年から公益社団法人認知症の人と家族の会（旧：呆け老人をかか
える家族の会）の活動に参加。全国本部の副代表理事、神奈川県支
部代表。公益社団法人日本認知症グループホーム協会顧問、公益財
団法人さわやか福祉財団評議員ほか。認知症に関する著書も多数。

神奈川県・川崎幸クリニック院長
公益社団法人認知症の人と家族の会
副代表理事
杉山 孝博 先生

第
5
回

上
手
に
割
り
切
ろ
う
！

第1条 	 知は力なり、よく知ろう
第2条 	 割り切り上手は、介護上手
第3条 	 演技を楽しもう
第 4条 	 	過去にこだわらないで現在を認めよう
第5条 	 気負いは、負け
第6条 	 囲うより開けるが勝ち

第7条 	 仲間をみつけて、心軽く
第8条 	 ほっと一息、気は軽く
第9条 	 借りる手は、多いほど楽
第10条	 ペースは合わせるもの
第11条	 相手の立場でものを考えよう
第12条	 自分の健康管理にも気をつけて

上手な介護の12カ条

P U R E  L I F E
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開けばよみがえる、ドラマと感動

記念日に「本」を贈りませんか。
開けばよみがえる、ドラマと感動

記念日に「本」を贈りませんか。

専任スタッフが、ご予算・発行日に合わせて丁寧に
進めてまいります。
歴史と思い出を形に。ぜひ一度、ご相談ください。



蘂045-962-7338 
横浜市青葉区寺家町414 四季の家 
賚11時〜20時30分（L.O.）/ランチ（L.O. 
14時30分） 贊火曜 猾あり　http://
www.mismonet.com/navi/245/

うなぎ・田舎蕎麦 寺
じ

家
け

乃
の

鰻
まん

寮
りょう

Menu
⃝ 上うな重（松） 4,300円＋税
⃝ 半うな重と天ぷらそば 2,850円＋税
⃝ 天せいろ 1,350円＋税

青葉区寺家町に佇む古民家風の同店で極上の
うなぎを。創業以来50年注ぎ足されたタレと
肉厚なうなぎが絡み合い絶妙な味わいに。う
なぎと一緒にサクサクの天ぷらやそばもおす
すめ。わっぱ飯のテイクアウトも（要予約）。

秋風薫る里山の風景の中、極上うなぎを

寺家ふるさと村

早野

下麻生
新百合ヶ丘

蘂045-511-7099 横浜市青葉区新
石川1-9-8 1F 賚11時30分〜13時30
分（L.O.）/18時〜20時（L.O.） 贊月曜

（祝日の場合は営業） 
http://www.azamino-sekido.com

あざみ野 割烹 SEKIDO

Menu
⃝ 「葵」8品 7,700円＋税　
⃝ 「あざみ」9品 9,600円＋税　
⃝ ランチ 3,500円＋税〜

都内の名店で修業後、パリ、バルセロナで研
鑽を積んだオーナーシェフが手がける日本料
理店。旬の素材のおいしさに、写真の贅沢茶
碗蒸しや釜炊きご飯が彩りを添える。ソーシャ
ルディスタンスを保ち、個室は2名からOK。

欧州風の個室で秋の美食を堪能

至
渋
谷

あざみ野

駅前

駅東

西勝寺北

東急ストア

蘂0120-10-7834 
川崎市麻生区王禅寺西3-7-15
賚7時〜17時 
http://www.furu-tatami.com

古林畳店 

Menu
⃝ 一般家庭用畳表（熊本産）
 7,800円＋税
⃝ 高級畳表 9,500円＋税

湿気、ホコリを吸い込み、空
気をきれいにするといわれて
いる畳。新しい畳の香りに包
まれて快適な暮らしをしたい
なら同店へ相談を。「2020川
崎じもと応援券」の対応店舗
なので、お得に畳替えができ
る。見積りは無料。

爽やかな季節は畳替えのシーズン

王禅寺
五差路

南百合丘小南

尻手
黒川
道路宮
前
平

蘂045-903-3922 
横浜市青葉区美しが丘2-34-7 
賚11時30分〜14時/17時30分〜22
時 贊水曜（祝日の場合は営業)

鉄板焼 ステーキむら

Menu
⃝ シェフコース 8,500円
⃝ むらコース 6,300円
⃝ ステーキランチ 1,500円

地元で愛され30年。「青葉ブランド」認定の
同店で、お得な鉄板焼きステーキランチをぜ
ひ。目の前で一流ホテル出身シェフに焼き上
げてもらい、食後にハワイのコナコーヒーを
いただく至福の時間を過ごせる。

本格鉄板焼をランチでぜいたくに

たまプ
ラーザ

美しが丘
東小前

美しが丘中部
自治会館

たまプラーザ
団地前

選りすぐりの名店に出合えると

いつもの暮らしがより豊かになる

上質なひとときを楽しんで

冬用の寝具が欲しくなる季節。厳選された
生まゆで挽いた天然素材の繭（シルク）を、
丹念に伸ばした西川寝具の「手挽き真綿布
団」は、保湿性・通気性に優れているので
自然な暖かさと極上の心地よさが実感でき
る。また、遠赤外線により、体を芯から温
めてくれる温熱布団「ドクター セラ」もおす
すめ。どちらも店内で体感できるので、“眠
りのプロ”に相談を。

天然素材シルクの布団で極上の眠りを

In format ion

⃝  現在使用の「ドクター セラ」から新
しい同商品に買い替えると通常価
格から20,000円引きに（2021年1
月31日まで）。

蘂044-965-3081 川崎市麻生区上麻
生1-4-1 新百合ヶ丘エルミロード4F 
賚10時〜21時 贊エルミロード休館日 
猾あり http://www.sleepsquare.jp

西川寝具専門店 
S

ス リ ー プ

LEEP S
ス ク エ ア

QUARE 新百
合ヶ
丘
至新
宿

横浜銀行

オーパ

エルミロード

イオン
スタイル

蘂045-482-4923 横浜市青葉区寺家
町602 賚平日11時30分〜15時（L.O.14時
30分）/17時〜21時（L.O.19時30分）、土・
日・祝11時30分〜21時（L.O.19時30分） 
※夜は要予約 贊月曜（祝日の場合は翌日）

寺家 ひらさわ
Menu

⃝ 平日限定ランチ 2,500円＋税（サ別）〜
⃝ 豊（8品） 5,800円＋税（サ別）
⃝ 祥（8品） 7,800円＋税（サ別）

美しい紅葉が広がる寺家ふる
さと村の一角。趣のある日本
家屋で味わえるのは、地元農
家が大切に育てた野菜を使っ
た一品。器や心温まる接客も
食事に華を添える。お持ち帰り
用のお弁当（1,000円〜）もあり。
お店の味を自宅でも楽しめる。

美しい秋の風景の中で日本料理を味わう

寺家ふるさと村

早野

下麻生
新百合ヶ丘
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５
年
前
に
亡
く
な
っ
た
母
、
江
見

絹
子
は
画
家
だ
っ
た
。
ア
ト
リ
エ
と

倉
庫
に
残
さ
れ
た
作
品
を
、
現
在
整

理
中
だ
。
学
芸
員
資
格
の
あ
る
女
性

の
Ａ
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
手

伝
っ
て
く
れ
て
い
る
。

　

倉
庫
か
ら
作
品
を
取
り
出
し
て
く

る
の
が
ひ
と
手
間
で
あ
る
。
大
き
な

も
の
は
畳
３
枚
弱
で
、
動
か
す
だ
け

で
汗
が
吹
き
出
る
。
ノ
ン
ブ
ル
を
つ

け
、
作
品
名
と
制
作
年
、
サ
イ
ズ
を

メ
モ
す
る
。
メ
モ
の
横
に
絵
を
置
き
、

写
真
を
撮
る
。
済
ん
だ
作
品
か
ら
日

通
の
プ
ロ
が
保
存
用
に
梱
包
し
て
く

れ
る
。

　

60
年
近
く
一
緒
に
い
た
母
の
、
初

め
て
見
る
作
品
が
次
々
と
登
場
す
る

の
に
は
驚
い
た
。
抽
象
画
家
だ
っ
た

母
の
、
具
象
時
代
の
絵
は
何
点
か
残

さ
れ
て
い
る
が
、
ま
た
新
た
な
発
見

が
あ
っ
た
。
１
９
５
２
年
の「H

oly 
Fam

ily

」は
日
本
人
の
一
家
を
聖
家
族

に
見
立
て
て
、
着
物
の
聖
母
マ
リ
ア

が
キ
リ
ス
ト
を
抱
い
て
い
る
。
新
婚

の
母
に
は
、
家
族
へ
の
夢
が
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。
父
と
結
婚
の
際
に
カ
ト

リ
ッ
ク
に
改
宗
し
た
母
の
、
当
時
の

思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

母
は
そ
の
後
、
父
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
体
験
す
る
。
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
に

３
カ
月
毎
日
通
っ
た
。
具
象
絵
画
の

最
高
峰
が
並
ぶ
有
様
に
圧
倒
さ
れ
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
は
も
う
残
さ
れ

て
い
な
い
、
と
絶
望
し
て
赤
ワ
イ
ン

を
痛
飲
し
た
。

　

旅
行
で
訪
れ
た
ラ
ス
コ
ー
の
、
洞

窟
画
が
母
の
そ
の
後
の
方
向
性
を
決

め
た
。
狩
の
獲
物
を
描
い
た
素
朴
な

造
形
に
、
新
た
な
可
能
性
を
見
出
し

た
の
で
あ
る
。

　

西
洋
の
模
倣
で
は
な
い
、
日
本
人

に
し
か
で
き
な
い
表
現
を
、
母
は
目

指
す
よ
う
に
な
っ
た
。
帰
国
後
は
抽

象
画
に
転
じ
、
様
々
な
試
み
の
中
に

は
、
水
墨
画
を
厚
塗
り
の
油
絵
に
し

た
よ
う
な
作
品
も
あ
る
。

　

今
回
の
調
査
で
、
驚
き
の
一
品
が

出
て
き
た
。
１
９
５
９
年
の「
作
品
」

と
だ
け
題
さ
れ
た
小
品
で
あ
る
。
厚

塗
り
の
画
面
に
粗
め
の
布
が
コ
ラ
ー

ジ
ュ
し
て
あ
る
。
布
も
画
面
も
、
黒

ず
ん
で
い
る
。
よ
く
よ
く
見
る
と
、

焦
げ
て
い
る
の
だ
。

　
「
バ
ー
ナ
ー
で
焼
い
た
ん
で
し
ょ
う

か
ね
」と
Ａ
さ
ん
。

　

 「
当
時
、
バ
ー
ナ
ー
っ
て
あ
り
ま
し

た
っ
け
」

　

 「
火
鉢
で
炙
っ
た
り
？
」

　

 「
ラ
イ
タ
ー
じ
ゃ
こ
ん
な
に
焦
げ
ま

せ
ん
よ
ね
」

　

庭
で
焚
き
火
説
ま
で
出
て
、
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
横
に

は「H
oly  Fam

ily

」が
置
い
て
あ
る
。

母
子
像
を
描
い
て
い
た
同
じ
人
物
が
、

７
年
後
に
は
バ
ー
ナ
ー（
？
）で
キ
ャ

ン
バ
ス
を
焼
い
て
い
る
。
時
代
の
最

先
端
を
、
母
は
駆
け
抜
け
て
い
た
。

そ
の
頃
の
私
は
３
歳
児
で
、
閉
じ
ら

れ
た
ア
ト
リ
エ
の
ド
ア
を
小
さ
な
拳

で
ド
ン
ド
ン
叩
い
て
い
た
ら
し
い
。

　

50
年
代
か
ら
60
年
代
の
、
抽
象
画

が
流
行
だ
っ
た
時
代
が
過
ぎ
て
、
美

おぎの あんな

1956年、神奈川県生まれ。小説家、慶應
義塾大学文学部教授。『背負い水』で芥
川賞（91年）、『ホラ吹きアンリの冒険』で
読売文学賞（2002年）、『蟹と彼と私』で
伊藤整文学賞（08年）を受賞。『ラブレー
で元気になる』、『殴る女』、『カシス川』ほ
か著書多数。

母
の「
黒
歴
史
」と
酢
豚

 
ア
ン
ナ
こ
ん
な
記 

術
の
世
界
は
よ
り
ポ
ッ
プ
な
表
現
へ

と
舵
を
切
る
。
当
時
の
作
品
が
出
て

く
る
と
、
Ａ
さ
ん
と
私
は「
黒
歴
史
で

す
ね
」と
微
笑
み
あ
っ
た
。
立
体
キ
ャ

ン
バ
ス
を
用
い
た
り
、
半
分
具
象
の

騙
し
絵
的
な
も
の
を
描
い
た
り
、
浮

き
足
立
っ
て
試
行
錯
誤
を
し
て
い
た
。

そ
の
後
は
腰
が
座
り
、
火
・
水
・
土
・

風
の
四
大
元
素
を
テ
ー
マ
に
、
年
齢

と
反
比
例
し
た
多
彩
な
作
風
と
な
る
。

　

60
年
近
く
一
緒
に
い
た
は
ず
の
母

に
は
、
私
の
知
ら
な
い
仕
事
の
世
界

が
あ
っ
た
。
酢
豚
の
上
手
な
母
と
、

ア
ト
リ
エ
の
母
。
二
つ
の
像
が
、
よ

う
や
く
重
な
り
つ
つ
あ
る
。

5

荻
野
ア
ン
ナ

　

一
九
七
五
年
頃
の
夏
、
町
田
市
鶴
川

に
お
住
ま
い
だ
っ
た
随
筆
家
・
白
洲
正

子
さ
ん
は
、
境
川
源
流
域
の
町
田
市

相
原
町
大
戸
を
取
材
で
訪
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
白
洲
さ
ん
は
、
長
野
善
光
寺

の
大
僧
正
も
務
め
た
円
林
寺
の
高た

か
つ
き築

暁ぎ
ょ
う
ゆ
う宥
さ
ん
か
ら「
い
つ
の
頃
か
、
こ
こ

が
大
戸
村
と
呼
ば
れ
た
時
代
、
地
区

の
す
べ
て
の
神
社
で
安
閑
天
皇
が
祭

ら
れ
て
い
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
」と
聞

き
、
驚
い
て
い
る
。

　
「
安
閑
・
宣
化
の
頃
は
日
本
が
大

い
に
乱
れ
た
時
代
で
、
百
済
本
記

に
は
天
皇
・
皇
太
子
・
皇
子
こ
と

ご
と
く
暗
殺
さ
れ
た
と
い
う
記
事

も
あ
る
。
た
と
え
天
皇
自
身
が
逃

げ
て
来
ら
れ
な
い
ま
で
も
、
一
族
の

誰
か
が
難
を
避
け
て
武
蔵
の
国
へ

渡
り
、
神
社
を
建
て
て
不
幸
な
魂

を
慰
め
た
の
で
は
な
い
か
」

（『
道
』　
新
潮
文
庫
　
一
部
省
略
）

　

白
洲
さ
ん
は
、
安
閑
天
皇
を
祭
神

と
す
る
神
社
が
集
中
す
る
大
戸
村
の

由
縁
を
、
内
乱
状
態
だ
っ
た
と
も
い
う

有
名
な「
継
体
〜
欽
明
期
の
二
王
朝
対

立
問
題
」に
嗅
ぎ
つ
け
て
い
る
。

　

だ
が
、
大
戸
村
と
は
何
か
に
つ
い
て

は
言
及
が
な
い
。
そ
こ
で
、『
新
編
武

蔵
風
土
記
稿
』を
開
く
と
、
上
相
原
村

の
範
囲
が
大
戸
村
だ
と
い
う
こ
と
は

分
っ
た
が
、
こ
ち
ら
も「
大
戸
村
と
呼

ぶ
義
は
詳

つ
ま
び
ら
かな

ら
ず
」だ
。
し
か
し
、
気

に
な
る
一
節
が
あ
っ
た
。

まつもと つかさ

1950年、高知県生まれ。風景写真家、歴
史地理学者。元町田市立博物館副館長。
著書に、写真詩集『天上を翔る川 大雪山・
石狩川幻の源流』、『風水ウォーキング・
古代遺跡謎解きの旅』など。

境
川
源
流
域
に

春
日
山
田
皇
后
の
宮
殿
？

4

　

民
家
三
十
軒
村
内
に
散
住
せ
り
。

　

ど
う
考
え
て
も
江
戸
時
代
の
上
相

原
村
が
三
十
戸
と
い
う
の
は
少
な
す

ぎ
る
。
先
祖
が
江
戸
時
代
以
前
か
ら

大
戸
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
確
実
な

松ま

つ

ひ

ら

日
楽
正ま

さ
と
し敏
さ
ん（
相
原
歴
史
研
究
会

代
表
）に
教
え
を
乞
う
た
。

   「
そ
れ
は
お
か
し
い
。
私
の
手
元
に

あ
る
江
戸
時
代
の
史
料
を
見
て
も

三
十
軒
よ
り
は
ず
っ
と
多
い
」

   「
と
い
う
こ
と
は
、『
大
戸
村
・
民
家

三
十
軒
』と
い
う
の
は
中
世
以
前
の
話

な
ん
で
し
ょ
う
か
ね
」

　

そ
の
と
き
私
の
脳
裏
を
掠か

す

め
て
い

た
の
は
次
の
二
つ
の
史
料
だ
っ
た
。

①
安
閑
の
御
世
、
河
内
日
下
の
大
戸

村
に
御み

や
け宅
を
造
立
し
、
首お

び
と

と
し
て
仕

え
参
り
行
う
。 

（『
新
撰
姓
氏
録
』）

②
舊も

と

の
名
は
皇み

こ

し

ろ

子
代
の
里
な
り
。
勾ま

が
り

の
宮
の
天
皇（
安
閑
天
皇
）の
み
世
、

三み
や
け宅
を
こ
の
村
に
造
り
て
、
仕
え
奉

ら
し
め
た
ま
ひ
き
、
故か

れ

、
皇
子
代
の

村
と
い
ふ
。
後
、
上
野
の
大ま

え
つ
き
み夫
、
三
十

戸
を
結
び
し
と
き
に
至
り
、
改
め
て

越こ
し
べ部
の
里
と
號な

づ

く
。

 

（『
播
磨
国
風
土
記
』　
一
部
省
略
）

　

皇
子
代（
＝
子こ

し
ろ代

・
名な

し
ろ代

）は
、
な
ぜ

か
子
を
作
ろ
う
と
し
な
い
安
閑
天
皇

が
、
償
い
と
し
て
春
日
山
田
皇
后
に

贈
っ
た
領
地（「
春
日
」地
名
地
）＋
領

民（
春
日
部
）の
こ
と
だ
。

　

こ
の
史
料
か
ら
、
律
令
制
下
の
五
十

戸
を
単
位
に
し
た
ム
ラ
に
先
行
し
て
、

三
十
戸
単
位
の
計
画
村
が
あ
っ
た
と

す
る
有
力
説
が
あ
る
。
こ
こ
に
大
戸

村
の
ル
ー
ツ
が
辿
れ
そ
う
だ
。

　

そ
ん
な
私
の
も
と
に
、
城
山
町
の

保
坂
健
次
さ
ん
か
ら
朗
報
が
届
い
た
。

大
戸
の
武
蔵
岡
遺
跡（
拠
点
集
落
）の

対
岸
に
位
置
す
る「（
春
日
）古
宮
」と

い
う
場
所
か
ら
、
七
世
紀
前
半
代
に

遡
る
、
彩
色
が
施
さ
れ
た
高た

か
つ
き坏

が
ミ
ニ

チ
ュ
ア
土
器
な
ど
と
も
に
発
掘
さ
れ
、

地
元
で
保
管
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

七
世
紀
前
半
は
、
藤
原
氏
が
春
日

社
を
創
立
す
る
以
前
の
ミ
ヤ
ケ
の
時

代
だ
。
当
地
の「（
春
日
）古
宮
」は
、
春

日
山
田
皇
后
の
子
代
関
連
遺
跡
で
あ

る
可
能
性
が
高
く
な
っ
た
。
女
官
た

ち
が
水
の
祭
祀
を
行
う
宮
殿
が
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

松
本 

司

祭祀に使用されたと考えられる7世紀前
半代の高坏（相模原市立博物館蔵）。
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応募方法

【 宛先 】
● ハガキ
〒215-0021 川崎市麻生区上麻生1-5-1 りそな新百合ヶ丘ビル5F　
ミスモ編集部「ミスモリッシュ 爽秋号プレゼント」係
● FAＸ   044-959-3751  ● Eメール  riche@mismonet.com

【 締切 】　2020年11月20日（金）（消印有効）
当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。
※ミスモリッシュの読者プレゼントにご応募いただいた個人情報はプレゼントの発送および個
人を特定しない統計的資料作成に利用するほか、賞品を協賛企業等から直送する場合、必要
な情報を協賛企業等に開示することになりますのでご了承ください。
※プレゼントの応募は希望商品1点につき1通とさせていただきます。お一人で2点以上
応募の場合は、それぞれ別々に応募してください。

ハガキ・FAX・Eメールのいずれかを利用して・アンケートの回答・希望賞品・
住所・氏名・年齢・職業（学年）・電話番号・Eメールアドレスを明記して、
下記までご応募ください。

【 アンケート 】
❶  今号で面白かった記事や関心を持った広告を4つあげてください。
❷  今後取り上げてほしいテーマがありましたら教えてください。
 ❸  本号に対するご意見、ご感想やミスモリッシュのバックナンバーの思

い出などをご自由にお書きください。
 ❹  Go To トラベルについて
　 1.利用したい　2.すでに利用した　3.利用するつもりはない
❺  Go To トラベルを利用してどこに行ってみたいですか？

富士が望めるアーバンリゾートホテル
JR三島駅南口から徒歩１分。最上階の展望風呂、地
元食材を提供するレストラン、大窓を配した客室か
らも富士を感じることができる。富士箱根伊豆の周
遊観光の拠点としての利用も可能。

蘂055-991-0109 静岡県三島市一番町17-1
https://www.tokyuhotels.co.jp/mishima-h/

富士山三島東急ホテル

スーペリアツイン
2名1室宿泊券（1泊2食付）

（11/1㈰～2021年3/31㈬
 ※12/31㈭～2021年1/2㈯除く）

A

2名
様

1組

360年以上受け継がれる和素材マカロン
江戸中期創業の老舗和菓子店、大三萬年堂の新ブラ
ンド「大三萬年堂HANARE」とコラボレーションした
オリジナル商品「和まかろん」全5種（秘伝あんこ×バ
ター、しそ×ラズベリーなど）2セットをプレゼント。

蘂03-3348-1234（代表） 東京都新宿区西新宿2-7-2 
https://www.tokyo.regency.hyatt.jp

ハイアット リージェンシー 東京　
ペストリーショップ（ロビーフロア・2F）

「和まかろん」5種セット
（1,620円）B

2名
様
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日
本
海
に
面
し
た
山
形
県
の
酒
田
と
い
う

町
は
、
江
戸
時
代
に
は「
西
の
堺
、
東
の
酒
田
」

と
い
わ
れ
、
北
前
船
の
寄
港
地
と
し
て
大
変

栄
え
た
港
町
だ
。
そ
の
た
め
、
今
で
も
当
時

の
交
易
で
財
を
成
し
た
豪
商
の
屋
敷
や
、
江

戸
時
代
に
創
業
し
た
老
舗
料
亭
だ
っ
た
建
物
、

明
治
時
代
に
建
て
ら
れ
た
山
居
倉
庫
と
呼
ば

れ
る
庄
内
米
を
備
蓄
す
る
十
二
棟
の
巨
大
な

木
造
の
倉
庫
な
ど
往
時
を
し
の
ば
せ
る
建
物

が
数
多
く
残
っ
て
い
る
。

　

酒
田
を
訪
れ
た
あ
る
夏
の
日
の
夕
方
、
せ
っ

か
く
だ
か
ら
美
味
い
魚
が
食
べ
た
い
と
思
い
、

町
中
に
あ
っ
た
寿
司
屋
に
入
る
こ
と
に
し
た
。

お
品
書
き
に
あ
っ
た「
特
選 

旬
の
地
魚
お
ま
か

せ
握
り
」と
い
う
の
を
頼
ん
で
み
た
。
の
ど
ぐ

ろ
、
太
刀
魚
、
キ
ジ
ハ
タ
、
ク
エ
な
ど
の
握
り

寿
し
が
十
貫
ほ
ど
出
て
き
た
が
ど
れ
も
期
待

以
上
に
旨
く
、
あ
っ
と
い
う
間
に
平
ら
げ
て
し

ま
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
早
め
の
夕
食
だ
っ
た
の
で
、

店
を
出
る
と
ま
だ
陽
が
落
ち
て
お
ら
ず
明
る

か
っ
た
の
で
、「
よ
し
、
日
本
海
に
沈
む
夕
日

を
見
よ
う
」と
思
い
立
ち
、
す
ぐ
に
タ
ク
シ
ー

を
拾
っ
て
、
日
本
海
を
見
下
ろ
せ
る
高
台
に

あ
る
名
勝
の
日
和
山
公
園
に
向
か
っ
た
。

　

公
園
の
展
望
台
に
駆
け
上
が
る
と
、ま
さ
に

ち
ょ
う
ど
太
陽
が
日
本
海
を
橙
色
に
染
め
な

が
ら
水
平
線
の
彼
方
に
沈
も
う
と
し
て
い
る

瞬
間
だ
っ
た
。

　
「
美
し
い
！
」と
心
の
中
で
何
度
も
つ
ぶ
や
き

な
が
ら
、
次
第
に
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
気
持
ち

に
包
ま
れ
て
い
く
の
を
感
じ
た
。

　

い
つ
も
旅
を
し
て
い
る
と
思
う
の
だ
が
、
旅

先
で
見
る
夕
日
は
な
ぜ
だ
か
普
段
以
上
に
郷

愁
を
誘
い
、
胸
が
熱
く
な
る
。
夕
日
が
水
平

線
に
完
全
に
飲
み
込
ま
れ
る
の
を
見
届
け
て

か
ら
、
美
し
い
光
景
の
余
韻
に
浸
り
な
が
ら

公
園
を
後
に
し
て
宿
に
戻
る
こ
と
に
し
た
。

　

酒
田
は
歴
史
の
あ
る
町
な
の
で
神
社
仏
閣

も
多
く
、
寺
院
の
多
い
寺
町
通
り
と
呼
ば
れ

る
小
路
も
あ
っ
た
。
帰
路
は
そ
ん
な
静
か
な

寺
町
を
歩
い
て
み
た
が
、
暮
れ
ゆ
く
小
路
を

歩
い
て
い
た
ら
、
な
ぜ
だ
か
急
に
幼
い
頃
の
夏

休
み
に
母
の
郷
里
に
帰
省
し
た
こ
と
を
思
い

出
し
た
。
優
し
い
母
に
甘
え
な
が
ら
、
初
め

て
乗
る
電
車
に
ワ
ク
ワ
ク
し
た
り
、
夜
の
お
墓

に
ド
キ
ド
キ
し
た
り
し
て
無
邪
気
に
純
粋
に

夏
休
み
を
謳
歌
し
て
い
た
。

　

あ
れ
か
ら
四
十
年
以
上
経
っ
て
、
母
は
す

で
に
他
界
し
、
自
分
は
今
や
親
の
立
場
と
な

り
、
社
会
的
に
も
そ
れ
な
り
の
責
任
を
背
負
っ

て
毎
日
も
が
き
な
が
ら
生
き
て
い
る
。
同
じ

自
分
な
の
に
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
も
の
だ
な
ぁ
…

な
ど
と
し
み
じ
み
と
感
じ
入
っ
て
し
ま
っ
た
。

大
人
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
当
た
り
前
の
こ
と
だ

し
、
今
が
嫌
だ
と
か
子
供
の
頃
の
方
が
良
か
っ

た
な
ど
と
も
全
く
思
っ
て
い
な
い
。
な
ぜ
だ
か

幼
い
日
の
夏
休
み
の
こ
と
が
つ
い
こ
の
前
の
こ

と
の
よ
う
に
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ
た
の
で
、
理

由
も
わ
か
ら
ず
切
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

だ
。
こ
の
不
思
議
な
感
覚
は
な
ん
な
の
か
自

分
で
も
わ
か
ら
な
い
。
き
っ
と
美
し
す
ぎ
る
夕

日
の
光
景
や
暮
色
蒼
然
の
寺
町
の
風
景
が
私

の
感
受
性
を
い
た
ず
ら
に
刺
激
し
て
セ
ン
チ
メ

ン
タ
ル
な
気
持
ち
に
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
。

　

そ
ん
な
こ
と
に
思
い
を
巡
ら
せ
な
が
ら
ど

れ
く
ら
い
歩
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
ふ
と
気
が
つ

く
と
、
目
の
前
に
宿
の
玄
関
の
門
灯
が
優
し

く
灯
っ
て
い
た
。

本誌掲載の情報は2020年10月6日現在のものです。料金は消費税法の改正などにより、変更される場合がございますので、店舗に確認の上、ご利用ください。
新型コロナウイルス感染拡大の影響により、本紙掲載の広告、イベント情報および記事の内容に変更が生じる可能性があります。詳しくはそれぞれの店舗等のホームページや電話などで、ご確認ください。

酒
田
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー 

～
日
和
山
公
園
の
夕
日
～

ミ
ス
モ
リ
ッ
シ
ュ
発
行
人  

中
村 

和
広
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